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１．刺激要素としての音

聴覚特性と音の物理特性

２．音感覚の利便

マスキング効果とカクテルパーティー効果

効果音の役割。視覚的音感覚。

３．騒音

「さわがしくやかましい音。ある目的にとって不必要な音、障害になる音。」

　　　好きか嫌いか・敵か味方か・正か邪か・善か悪か……

４．音の記憶

音遊び・玩具と音・幼児期から老齢期まで。

５．日本人の音感覚

街道版画の人気を支えた音感覚。日本語の音表現。

　総ての音は騒音になり得る。音楽でさえも。

　音はすべからく謙虚であるのが望ましい。

　どんな音でも押し付けがましいと嫌われる。

　〔音環境の保全と日本人の音感覚〕



1971年（昭和46年） 環境庁を設置。

「公害対策基本法」の規定に基づき「騒音に係る環境基準」が制定

される。

1973年（昭和48年） ISO R 1996：等価騒音レベルLeq　が国際規格（IS）に格上げの動き。

1978年（昭和53年） 国際規格（IS）に等価騒音レベルが騒音の評価指標として全面的に
採用される。

1983年（昭和58年） JIS Z 8731　騒音レベルの測定方法の改定。等価騒音レベルの導入。

1999年（平成11年） 四月一日、環境基準の改定。

2001年（平成13年） 環境庁を改組し、環境省を設置。

2007年（平成19年） 航空機騒音に係る環境基準の改定。

（時間帯補正等価騒音レベルLden の導入）

騒音評価指標の移り変わり



○音と遊び
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補助的な音（音がしないと魅力が半減する。）

そば、お茶漬け、

タケウマ、下駄、ハイヒール、

パソコンゲーム、パチンコ、

ボーリング

○音との付き合い
宗教における音、音霊（オトダマ）、釜鳴りの神事、魔除けの音、耳塞ぎ餅

○天忍穂耳尊（アマノオシホミミノミコト）

○老子〔姓は李、名は耳、字名は伯陽、陳の人なり〕







残したい「日本の音風景100選」の分布

オホーツク海の流氷（北海道/オホーツク海沿岸）



出水のツル（鹿児島県/出水市）

音源種別　「音風景百選」
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これらの複合
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自然現象

川、滝等陸水の音

波等海の音

その他の自然現象

これらの複合

生活文化

祭り等行事の音

鐘等信号的な音

産業・交通の音

その他の生活文化

これらの複合
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まとめ

にぎわい 静けさ

やかましさ 寂しさ
・音情報取得の妨げ

静穏特区の創造

解決に向けての一案として…


